
「自分を高める家庭での７つの習慣」学習・生活習慣リーフレットの見方，使い方

＜別紙＞

表面

裏面

② 「学習習慣」と「生活習慣」を確認する。
子どもが，今の学習・生活習慣について
当てはまる項目をチェックします。

③ 自分で目標を立てる。
子どもが保護者と相談して，自分を高
めることにつながる習慣を決め，枠の中
に記入します。

① 家庭での７つの習慣について
３つの「学習習慣」と３つの「生活習
慣」，そして，「自分で目標を立てる」
ことが，自立に向かって成長する子ども
の育成につながります。

④ 家の中で，見える場所に貼る。
子どもが７つの習慣を意識した生活を
送りながら，よりよい習慣を身に付ける
ことができるように役立てましょう。

⑤ 学力・学習状況調査の結果から，学力
と「学習習慣」，「生活習慣」との関
連を表しています。
例えば，「家の人と学校での出来事を
話している」では，「している」と回
答した子どもの方が，「全くしていな
い」と回答した子どもより，小学校第
６学年の国語の平均正答率が２６．２
ポイント高い結果となりました。
様々な話題で，日頃の会話を大切にし
ましょう。

⑥ 学習時間，携帯・スマホの使用時間
と学力の関係を表しています。
学習時間が長いほど，平均正答率が高
くなりますが，携帯・スマホの使用時間
が長くなると，平均正答率が低くなる傾
向があります。
携帯・スマホの使用時間が１日２時間
を超えると，２時間以上学習しても平均
正答率以下となっています。

（※各質問紙調査の回答状況毎に，正答率を算出しているために，個人の結果がグラフに
一致するとは限らない。）


